
豊

臣

秀

吉

公

誕

生

の

地

員

巨

秀

吉

〓

は

木

Ｔ

弥

右

衛

門

の

子

と

し

て

こ

の

地

に

■

ま

れ

た

。
幼

名

は
「
小

竹

」
あ

る

い

は
「
日

吉

丸

」
。
智

子

（
聞

白

秀

次

生

母

）
は

周

父

周

母

の

姉

。
十

一
郎

秀

長

（
大

和

人

納

官

）

と

朝

日

姫

（
彼

川

家

席

正

宣

）
は

異

父

周

母

の

弟

姉

で

あ

る

。

出

生

地

に

つ

い

て

は

、
区

内

Ｔ

中

材

と

い

う

説

ｔ

あ

る

。

豊

太

闇

青

記

秀

吉

，

は

麦

長

二

年

（
一
二

九

へ
）
へ
月

十

へ

日
、
京

都

伏

見

城

で

六

十

二
年

の

■

涯

を

終

え

、
東

山

山

麓

の

阿

弥

陀

ヶ
峰

に

埋

葬

さ

れ

た

。
嬰
｛
、
慶

長

四

年

に

は

後

陽

成

天

皇

よ

り
ｒ

二

国

人

明

神

」
の

神

号

と

正

一
位

の

神

階

を

与

え

ら

れ

、
神

と

し

て

祀

ら

れ

る

事

に

な

っ
た

。
自二
国

人

明

神

の

呼

び

名

は

、

そ

の

廟

の

あ

る

東

員

国

山

に

起

因

す

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。
関

西

方

面

で

は
「
ほ

う

こ

く

さ

ん

」
、
尾

張

中

材

に

お

い

て

は
「
と

よ

く

に

さ

ん

」
と

呼

ば

れ

親

し

ま

れ

て

い

る

。

大

鳥

居

人

二

十

年

、
中

材

区

が

名

古

星

市

に

編

入

さ

れ

た

の

を

記

２

し

て

計

画

さ

れ

、
昭

和

四

年

一

月

十

七

日

に

起

工
、
竣

工

は

周

年

十

一
月

二

日

で

翌

昭

和

三

年

の

元

員

に

竣

工

式

を

執

り

行

い
ま

し

た

。
鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

製

で

全

長

約

二
十

四

・
五

メ

ー

ト

ル

、
柱

直

径

二
。
五

メ

ー

ト

ル

。
［几
成

省

時

は

日

本

最

大

の

鳥

居

で

、
〈
マ
ま

で

に

二

度

程

の

修

復

や

耳

重

装

を

経

て

現

在

に

二

り

ま

す

。
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豊

国

神

社

（ｉ

庭

え

鼈

）

摂 御

祭

社 神

加 豊

藤 臣

清 秀

正 吉

公 公

年

中

行

事

・几
旦

奈
　
　
一
月

一
日

■

誕

奈

　

旧

二

月

一
日

献

茶

祭

　

例

奈

前

日

例

　

〈
不
　

二

月

十

八

日

直

前

の

日

曜

日

（
大

闇

奈

）
出

世

稚

児

行

列

―

豊

人

間

に

因

ん

で

子

供

の

成

長

と

出

世

を

願

い
例

今

日

に

行

わ

れ

ま

す

。

月

次

奈

　

毎

月

十

〈

日

略

記

豊

夫

闇

は

こ

の

中

材

の

地

に

天

文

一

年

元

旦

、
日

の

出

と

共

に

御

■

誕

に

な

り

ま

し

た

。
明

治

十

七

年

十

月

、
時

の

県

令

国

貞

廉

手

氏

及

び

地

元

崇

敬

者

の

人

々

が

員

人

間

の

雄

大

な

る

御

神

彼

を

宣

揚

す

べ

く

神

社

の

創

建

を

計

り

、
明

治

十

へ
年

へ

月

に

創

建

さ

れ

ま

し

た

。
中

材

が

名

古

星

市

と

な

っ

て

か

ら

は

各

区

長

ｔ

崇

敬

者

、
統

代

と

な

っ

て

神

社

の

発

展

を

助

け

、

大

闇

奈

等

に

協

賛

さ

れ

て

い

ま

し

た

。
戦

後

に

は

、
中

材

区

を

中

４

に

崇

敬

者

は

全

国

に

及

び

、
出

世

開

運

、

茶

道

、
建

設

等

の

文

化

の

神

と

し

て

親

し

ま

れ

、
毎

日

多

く

の

方

に

ご

参

拝

頂

い

て

お

り

ま

す

。
由二
人

間

の

明

る

い

御

神

純

を

い

た

だ

き

、
済

く

素

直

な

４

で

日

々

の

生

活

に

盛

謝

し

て

、
世

の

為

、
人

の

為

に

奉

仕

す

る

と

共
（
に

、
人

御

４

を

い

だ

い

て

畦

み

和

ら

ぎ

、
国

の

弥

栄

と

共

存

共

栄

を

祈

り

、
家

庭

の

幸

福

と

日

々

の

安

全

を

お

祈

り

し

ま

し

ょ

う

。

摂

社

清

正

公

社

御
霧

鴛

重

含

本

殿

の

北

東

に

祀

ら

れ

て

い

る

済

正

含

は

、
秀

吉

含

の

随

身

、
カロ
藤

済

正

曾

を

御

祭

神

に

祀

る

。
看

正

含

は

ス

禄

五

年

（
一
五

十

二
）
の

生

ま

れ

。
母

「
伊

都

」
は

秀

吉

の

母

「
な

か

気

後

の

人

政

所

）
の

従

姉

妹

と

言

わ

れ

て

い

る

。
誕

生

し

た

家

は

秀

吉

の

隣

家

で

あ

っ
た

と

の

説

ｔ

あ

る

。
十

五

歳

の

時

に

秀

吉

含

に

仕

官

し

、
以

降

、
秀

吉

な

に

従

い

な

が

ら

武

功

を

上

げ

、
賤

ヶ

岳

の

戦

い

で

勇

将

の

地

位

を

不

動

の

ｔ

の

と

し

た

。
■

ま

れ

た

時

か

ら

秀

吉

含

に

縁

が

深

か

っ
た

看

正

な

は

終

■

秀

吉

含

へ
の
厚

い
え

誠

４
を

失

わ

な

か

っ
た

と

い
う
。


